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【 平成３１年度 第 1学期がスタートしました。 】 

５日（金）の着任式で新しい先生方をお迎えし、新鮮な気持ちで平成３１年度の始業式を行いました。 

昨年に引き続き、まず、何よりも感心したのは、新２・３年生の立派な態度。「微動だにせず」と表現

できるほど全員が正面を向き、しっかりと話を聞いていました。今年度の飛幡中学校も、より一層の成長

が期待できると確信できました。 

その後、学校全体に係わる先生方や各学級担任、学年所属の先生方の紹介をしました。発表時には、大

きなどよめきや歓声があがり、体育館がいっぺんに華やぎました。先生方と生徒のあたたかい、和やかな

出会いを感じ取ることができました。 

また、始業式の中では、本校の校訓、「創造・感謝・勤労」 に関連した内容の話を行いました。  

【 第２２回 入学式 】 

そして、昨日９日（火）には第２２回入学式が挙行され、さらに新しい出会いがありました。 

つい１ヶ月程前に小学校を卒業したばかりですが、中学校の制服に身を包んだその姿は、少し逞しく成 

長したようにも感じました。少しの不安と大きな希望とで満ち溢れた新１年生１２７名を加えて、この日 

から総勢４１０名で平成３１年度（令和元年度）を本格的にスタートすることとなりました。 

【 保護者の皆様へ 】 

 ４月１日付の人事異動により、１３名の職員が転出し、１３名の職員が着任しました。職員総勢３２名 

で今年度も飛幡中の良き伝統をしっかりと受け継いでいきたいと思います。新しい飛幡中の生活に一日も 

早く慣れ、生徒のために、職員一丸となって学校運営に携わっていきたいと願う、「チーム飛幡」として 

やる気ある職員集団です。保護者の皆様のあたたかいご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

【 さあ、家庭学習「飛幡ノート」へのチャレンジ、君は何冊、何ページ達成できるか！ 】 

 昨年度の３年生もそうでしたが、進路に向けて本気になる、授業を一生懸命に受け、服装や態度をきち

んとする、早ければ早いほど良い結果につながる可能性は高くなります。 

今年度、新たに「飛幡ノート」の取組をスタートします。一日３０分でもいい、調子が良ければ、１時間、

２時間と時間を増やし、１ページから２ページ、３ページと自分のペースでチャレンジできるものです。 

どんなに少なくとも、その積み重ねは必ず自分の足跡として残ります。「継続は力なり」です。続けてい

くことが大切なのです。 

 漢字の書き取りでもいい、英単語の繰り返し練習でもいい、朝自習の振り返りや計算ノートに使っても構

いません。さあ令和元年、学校で１番ノートを埋め尽くすのは誰だろう。頑張ってチャレンジしよう！ 
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